２００４年度 第２回 私立大学図書館協会
阪神地区相互利用担当者連絡会議事要録
日　時：　２００４年１２月２日(木)　　１４：００ ～ １６：２０
場　所：　神戸薬科大学　１０号館４階　会議室
出席者：　５０校　６５名
挨　拶：　神戸薬科大学図書館長　　　岩川  精吾
司　会：　神戸薬科大学図書館課長　　木口　敏子

新規加盟校のうち、今回出席された大阪女学院大学、千里金蘭大学よりご挨拶いただいた。

１．連絡事項

　　１０月２８日に開催された２００４年度第１回分担保存委員会の決議事項を報告・確認した。

（1） 分担保存誌について

大谷女子大学

  分担保存誌「北方領土」が３４７号（２００３．３）をもって発行停止

  これに伴い、分担保存誌を「週刊福祉新聞」に変更

関西大学

  分担保存誌「Учительская Γазетa」がホームページ
(http://www.ug.ru/)上で本文閲覧可能なため購入中止

これに伴い、分担保存誌から削除

            常磐会学園大学（２００３年度新規加盟）

「Times Literary Supplement」を分担保存誌とすることに決定

（2） 分担保存誌の調査スケジュールについて

            ２００５年１月１１日  分担保存誌の所蔵調査確認書の発送

                      ２月２５日  分担保存誌の所蔵調査回答期限

                      ３月末      分担保存誌一覧（簡略版）の作成、発送

２．協議事項

（１）阪神地区相互利用担当者連絡会のメーリングリスト運用について

異議なく承認。

阪神地区協議会運営委員会に報告し承認を得たのち、正式運用を開始する。

３．承合事項
事前に提出された承合事項の一部についてアンケート形式でお尋ねし、５７館より回答があった。まとめた結果を当日資料として配布した。それぞれについて、主旨説明をいただきのち、意見交換を行った。
（１）相殺制度について

1 相殺制度加盟館・非加盟館において、相互利用（複写及び貸借）の受付件数はどのように変化したか？

2 相殺制度加盟館においては、相殺制度を利用した支払にかかる受付件数と、相殺制度を利用しない受付件数との割合は、それぞれ何割程度か？

3 相殺制度発足より小一年が経たなかで、学内的な金銭処理に関連した問題はあるか？

4 相殺制度を利用している館においては、依頼館の内部における1件毎の処理をどのように行っているのか？できれば、具体的な事例を教えていただきたい。
（２）公共図書館との相互協力の現状について

（３）相互貸借（図書館間貸出）の制限について

（４）書架整理作業などについて

① 定期的（月1回等）に行う書架整理作業について

② 貴重資料の複写について

③ 個人研究室に備え付けの資料（図書館に登録しているもの）の貸出について

（５）‘不明本’をILLで貸借（貸出）依頼をした場合の往復送料（費用）の処理について

４．その他

（１）大阪産業大学

図書館改装工事により、2005年1月29日より4月中旬まで和書の一部と洋図書が利用不可。そのため貸借、複写不可。

（２）追手門大学

書庫建物改修工事のため、4月末まで書庫立ち入りが制限。14時以降の受付は対応が遅れる。

以　上
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